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② 定住意向の理由 

主な意見は、次のとおりである。 

 

ア．今後も練馬区に住み続けたい理由 

【身体障害者】 

・家族、親戚、知りあいがおり、住み慣れている。 

・交通の便や環境がよい。 

・練馬区は福祉サービスが充実している。 

・職場や通院先に近い。 

 

【知的障害者】 

・家族、親戚、知りあいがおり、住み慣れている。 

・交通の便や環境がよい。 

・練馬区は福祉サービスが充実している。 

 

【精神障害者】 

・家族、親戚、知りあいがおり、住み慣れている。 

・交通の便や環境がよい。 

・医療機関が近くにある。 

・練馬区は福祉サービスが充実している。 

 

【難病患者】 

・家族、親戚、知りあいがおり、住み慣れている。 

・交通の便や環境がよい。 

・職場に近い。 

・練馬区は福祉サービスが充実している。 

 

【施設入所者】 

・家族がいる。 

・施設が練馬区だから。 

・他に行くところがない。 

 

イ．練馬区外に移転したい理由 

【身体障害者】 

・高齢のため、ホームへ入りたい。 

 

【知的障害者】 

・自宅近くの小学校に通えない。 

 

【精神障害者】 

・サービスの恩恵を受けている感じがしない。 

・より安心・安全な場所で暮らしたい。 

・都内は物価や土地代が高い。 

 

【難病患者】 

・大学病院などの高度医療を受けるため。 

・仕事の場が都心にある。 

・空気のいい田舎で暮らしたい。 

・自転車と車が多すぎて安心して道を歩けない。 
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11 災害対策について 

（１）最寄りの避難拠点 

① 最寄りの避難拠点の認知度 

最寄りの避難拠点を知っている人の割合は、身体障害者が 75.6％、知的障害者が 58.9％、精神障

害者が 70.5％、難病患者が 79.8％となっている。 

 

知っている

75.6

58.9

70.5

79.8

知らない

16.5

32.3

23.7

17.9

無回答

7.9

8.9

5.8

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者(n=558)

知的障害者(n=248)

精神障害者(n=434)

難病患者 (n=346)

 
 

【前回調査との比較】 
（単位：％） 

区   分 １ 位 ２ 位 

身 体 

障害者 

今 回（ｎ=558） 知っている（75.6） 知らない（16.5） 

前 回（ｎ=2,064） 知っている（67.6） 知らない（24.3） 

知 的 

障害者 

今 回（ｎ=248） 知っている（58.9） 知らない（32.3） 

前 回（ｎ=350） 知っている（54.3） 知らない（42.0） 

精 神 

障害者 

今 回（ｎ=434） 知っている（70.5） 知らない（23.7） 

前 回（ｎ=311） 知っている（50.5） 知らない（45.0） 

 

【身体障害者】 

障害の程度別にみると、軽度（５・６級）では「知っている」（68.3％）が少ない。 

知っている

75.6

75.6

78.6

68.3

知らない

16.5

17.9

15.0

15.9

無回答

7.9

6.5

6.4

15.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=558)

重度(１・２級)(n=307)

中度(３・４級)(n=173)

軽度(５・６級)(n=63)
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知っている

58.9

65.8

63.1

54.3

知らない

32.3

21.1

29.2

42.6

無回答

8.9

13.2

7.7

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=248)

最重度・重度(１・２度)
(n=76)

中度（３度）(n=65)

軽度（４度）(n=94)

知っている

70.5

64.9

74.2

67.1

75.0

知らない

23.7

24.7

21.5

30.0

22.6

無回答

5.8

10.3

4.3

2.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=434)

統合失調症(n=97)

うつ病・躁うつ病
(n=163)

発達障害(n=70)

その他(n=84)

知っている

79.8

85.0

73.9

82.1

知らない

17.9

14.0

22.5

17.1

無回答

2.3

1.0

3.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=346)

神経系(n=100)

膠原病系(n=111)

その他(n=123)

【知的障害者】 

障害の程度別にみると、軽度（４度）の人ほど「知っている」の割合が低下し、「知らない」の割

合が高くなる傾向がみられる。 

最寄りの避難拠点の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【精神障害者】 

診断名別にみると、発達障害と診断されている人では「知らない」が 30.0％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【難病患者】 

疾病系統別にみると、神経系では「知っている」（85.0％）が多い。 
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② 最寄りの避難拠点まで自力避難の可否 

最寄りの避難拠点まで自力避難が「できると思う」と回答した人は、身体障害者が 56.9％、知的障

害者が 38.4％、精神障害者が 80.7％、難病患者が 74.3％となっている。 

 

できると思う

56.9

38.4

80.7

74.3

できないと思う

34.6

57.5

14.7

19.9

その他

6.4

2.1

4.2

5.1

無回答

2.1

2.1

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者(n=422)

知的障害者(n=146)

精神障害者(n=306)

難病患者 (n=276)

 

※ベース：避難拠点認知者 
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知っている

58.9

65.8

63.1

54.3

知らない

32.3

21.1

29.2

42.6

無回答

8.9

13.2

7.7

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=248)

最重度・重度(１・２度)
(n=76)

中度（３度）(n=65)

軽度（４度）(n=94)

知っている

70.5

64.9

74.2

67.1

75.0

知らない

23.7

24.7

21.5

30.0

22.6

無回答

5.8

10.3

4.3

2.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=434)

統合失調症(n=97)

うつ病・躁うつ病
(n=163)

発達障害(n=70)

その他(n=84)

知っている

79.8

85.0

73.9

82.1

知らない

17.9

14.0

22.5

17.1

無回答

2.3

1.0

3.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=346)

神経系(n=100)

膠原病系(n=111)

その他(n=123)

【知的障害者】 

障害の程度別にみると、軽度（４度）の人ほど「知っている」の割合が低下し、「知らない」の割

合が高くなる傾向がみられる。 

最寄りの避難拠点の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【精神障害者】 

診断名別にみると、発達障害と診断されている人では「知らない」が 30.0％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【難病患者】 

疾病系統別にみると、神経系では「知っている」（85.0％）が多い。 
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② 最寄りの避難拠点まで自力避難の可否 

最寄りの避難拠点まで自力避難が「できると思う」と回答した人は、身体障害者が 56.9％、知的障

害者が 38.4％、精神障害者が 80.7％、難病患者が 74.3％となっている。 

 

できると思う

56.9

38.4

80.7

74.3

できないと思う

34.6

57.5

14.7

19.9

その他

6.4

2.1

4.2

5.1

無回答

2.1

2.1

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者(n=422)

知的障害者(n=146)

精神障害者(n=306)

難病患者 (n=276)

 

※ベース：避難拠点認知者 
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できると思う

58.1

68.3

-

84.6

43.1

28.9

75.5

55.6

できないと思う

32.3

19.0

100.0

15.4

48.3

63.2

17.0

33.3

その他

9.7

7.9

-

-

7.8

5.3

3.8

11.1

無回答

-

4.8

-

-

0.9

2.6

3.8

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

視覚障害(n=62)

聴覚障害(n=63)

平衡機能障害(n=2)

音声・言語・

そしゃく機能の障害
(n=13)

肢体不自由

(上肢、下肢等)
(n=116)

肢体不自由(体幹)
(n=38)

内部障害(n=106)

その他(n=9)

できると思う

56.9

48.7

66.9

72.1

できないと思う

34.6

41.8

25.7

18.6

その他

6.4

8.6

2.9

7.0

無回答

2.1

0.9

4.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=422)

重度(１・２級)(n=232)

中度(３・４級)(n=136)

軽度(５・６級)(n=43)

【身体障害者】 

障害の程度別にみると、軽度（５・６級）の人ほど「できると思う」の割合が高くなっている。 

障害の種類別にみると、聴覚障害、内部障害では「できると思う」（それぞれ 68.3％、75.5％）、

肢体不自由（上肢､下肢等）、肢体不自由（体幹）では「できないと思う」（それぞれ 48.3％、63.2％）

が多い。 

自力避難の可否 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ベース：避難拠点認知者 
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できると思う

38.4

10.0

36.6

66.7

できないと思う

57.5

86.0

58.5

29.4

その他

2.1

2.0

2.4

2.0

無回答

2.1

2.0

2.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=146)

最重度・重度(１・２度)
(n=50)

中度（３度）(n=41)

軽度（４度）(n=51)

できると思う

80.7

79.4

87.6

80.9

69.8

できないと思う

14.7

9.5

11.6

14.9

25.4

その他

4.2

11.1

0.8

4.3

4.8

無回答

0.3

-

-

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=306)

統合失調症(n=63)

うつ病・躁うつ病
(n=121)

発達障害(n=47)

その他(n=63)

【知的障害者】 

障害の程度別にみると、軽度（４度）の人ほど「できると思う」の割合が高くなっている。 

 

自力避難の可否 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ベース：避難拠点認知者 

 

 

【精神障害者】 

診断名別にみると、うつ病・躁うつ病と診断されている人では「できると思う」が 87.6％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ベース：避難拠点認知者 
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できると思う

58.1

68.3

-

84.6

43.1

28.9

75.5

55.6

できないと思う

32.3

19.0

100.0

15.4

48.3

63.2

17.0

33.3

その他

9.7

7.9

-

-

7.8

5.3

3.8

11.1

無回答

-

4.8

-

-

0.9

2.6

3.8

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

視覚障害(n=62)

聴覚障害(n=63)

平衡機能障害(n=2)

音声・言語・

そしゃく機能の障害
(n=13)

肢体不自由

(上肢、下肢等)
(n=116)

肢体不自由(体幹)
(n=38)

内部障害(n=106)

その他(n=9)

できると思う

56.9

48.7

66.9

72.1

できないと思う

34.6

41.8

25.7

18.6

その他

6.4

8.6

2.9

7.0

無回答

2.1

0.9

4.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=422)

重度(１・２級)(n=232)

中度(３・４級)(n=136)

軽度(５・６級)(n=43)

【身体障害者】 

障害の程度別にみると、軽度（５・６級）の人ほど「できると思う」の割合が高くなっている。 

障害の種類別にみると、聴覚障害、内部障害では「できると思う」（それぞれ 68.3％、75.5％）、

肢体不自由（上肢､下肢等）、肢体不自由（体幹）では「できないと思う」（それぞれ 48.3％、63.2％）

が多い。 

自力避難の可否 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ベース：避難拠点認知者 
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できると思う

38.4

10.0

36.6

66.7

できないと思う

57.5

86.0

58.5

29.4

その他

2.1

2.0

2.4

2.0

無回答

2.1

2.0

2.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=146)

最重度・重度(１・２度)
(n=50)

中度（３度）(n=41)

軽度（４度）(n=51)

できると思う

80.7

79.4

87.6

80.9

69.8

できないと思う

14.7

9.5

11.6

14.9

25.4

その他

4.2

11.1

0.8

4.3

4.8

無回答

0.3

-

-

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=306)

統合失調症(n=63)

うつ病・躁うつ病
(n=121)

発達障害(n=47)

その他(n=63)

【知的障害者】 

障害の程度別にみると、軽度（４度）の人ほど「できると思う」の割合が高くなっている。 

 

自力避難の可否 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ベース：避難拠点認知者 

 

 

【精神障害者】 

診断名別にみると、うつ病・躁うつ病と診断されている人では「できると思う」が 87.6％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ベース：避難拠点認知者 
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【難病患者】 

疾病系統別にみると、膠原病系では「できると思う」（87.8％）、神経系では「できないと思う」

（42.4％）がそれぞれ多い。 

 

自力避難の可否 

できると思う

74.3

51.8

87.8

82.2

できないと思う

19.9

42.4

6.1

11.9

その他

5.1

5.9

4.9

5.0

無回答

0.7

-

1.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=276)

神経系(n=85)

膠原病系(n=82)

その他(n=101)

 
※ベース：避難拠点認知者 

 

 

 

（２）災害に備えて準備していること（複数回答） 

災害に備えて準備していることは、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者のいずれも「非

常用の食糧や飲料水を準備している」が最も多く、それぞれ 47.1％、44.4％、35.5％、53.2％となっ

ている。 

次いで身体障害者、知的障害者、難病患者では「非常持ち出し用の携帯ラジオ、懐中電灯、毛布な

どを準備している」がそれぞれ 36.9％、31.0％、41.3％となっている。 

 
（単位：％） 

区     分 
身体障害者 

（ｎ=558） 

知的障害者 

（ｎ=248） 

精神障害者 

（ｎ=434） 

難病患者 

（ｎ=346） 

非常用の食糧や飲料水を準備している 47.1（１位） 44.4（１位） 35.5（１位） 53.2（１位） 

非常持ち出し用の携帯ラジオ、懐中電灯、毛布

などを準備している 
36.9（２位） 31.0（２位） 27.0（３位） 41.3（２位） 

非常用にいつも飲んでいる薬を準備している 25.4（３位） 19.0 22.6 37.9（３位） 

ストマ、オムツ、バッテリー、発電機など、障

害特性（症状・病状）に応じて必要な用品を準

備している 

9.7 8.1 0.9 7.2 

家族との連絡方法を決めている 25.4（３位） 18.1 15.2 28.3 

避難する場所を決めている 21.0 19.8 21.4 23.1 

防災訓練に参加している 7.5 10.9 6.7 6.6 

災害時要援護者名簿に登録している 13.6 18.1 7.1 7.5 

その他 0.9 1.6 2.3 2.6 

特に何もしていない 21.0 27.8（３位） 32.0（２位） 20.5 

無回答 8.6 8.5 5.3 2.6 
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1 2 3 5 6 8 4 7 9 10 11

家
族
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
い
る

避
難
す
る
場
所
を
決
め
て
い
る

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

無
回
答

【障害の程度別】 n

0 全体 558 47.1 36.9 25.4 25.4 21.0 13.6 9.7 7.5 0.9 21.0 8.6

1 重度(１・２級) 307 47.6 37.1 29.6 24.4 19.9 19.9 12.4 6.8 1.0 19.9 7.8

2 中度(３・４級) 173 46.2 40.5 20.8 24.9 24.9 6.4 8.1 8.7 1.2 24.3 5.8

3 軽度(５・６級) 63 49.2 28.6 17.5 31.7 19.0 3.2 1.6 6.3 - 14.3 17.5

非
常
用
の
食
糧
や
飲
料
水
を
準
備
し
て
い
る

非
常
持
ち
出
し
用
の
携
帯
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、

毛
布
な
ど
を
準
備
し
て
い
る

非
常
用
に
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
薬
を
準
備
し
て
い

る 災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
し
て
い
る

ス
ト
マ
、

オ
ム
ツ
、

バ
ッ

テ
リ
ー
、

発
電
機
な
ど
、

障
害
特
性
に
応
じ
て
必
要
な
用
品
を
準
備
し
て
い
る

47.1
36.9

25.4 25.4 21.0
13.6 9.7 7.5

0.9

21.0

8.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%

【身体障害者】 

障害の程度別にみると、いずれも「非常用の食糧や飲料水を準備している」の割合が高く、重度（１・

２級）の人ほど「非常用にいつも飲んでいる薬を準備している」の割合が高くなっている。これに対

し、軽度（５・６級）の人ほど「家族との連絡方法を決めている」（31.7％）が多い。 
 

災害準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【知的障害者】 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）の人ほど「非常用の食糧や飲料水を準備してい

る」ものの（60.5％）、中度（３度）、軽度（４度）ではそれぞれ 38.5％、39.4％となっている。こ

れに対し、軽度（４度）の人ほど「特に何もしていない」が多くなっている。 

 

1 2 6 3 5 8 7 4 9 10 11

避
難
す
る
場
所
を
決
め
て
い
る

家
族
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
い
る

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

【障害の程度別】 n

0 　全体 248 44.4 31.0 19.8 19.0 18.1 18.1 10.9 8.1 1.6 27.8 8.5

1
最重度・重度
（１・２度）

76 60.5 38.2 15.8 25.0 13.2 28.9 9.2 14.5 2.6 19.7 9.2

2 中度（３度） 65 38.5 29.2 20.0 18.5 23.1 20.0 15.4 4.6 - 24.6 9.2

3 軽度（４度） 94 39.4 29.8 24.5 16.0 20.2 10.6 10.6 5.3 - 36.2 3.2

無
回
答

ス
ト
マ
、

オ
ム
ツ
、

バ
ッ

テ
リ
ー
、

発
電
機
な
ど
障

害
特
性
に
応
じ
て
必
要
な
も
の
を
準
備
し
て
い
る

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
し
て
い
る

非
常
用
に
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
薬
を
準
備
し
て
い

る非
常
持
ち
出
し
用
の
携
帯
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、

毛
布
な
ど
を
準
備
し
て
い
る

非
常
用
の
食
糧
や
飲
料
水
を
準
備
し
て
い
る

44.4

31.0
19.8 19.0 18.1 18.1

10.9 8.1
1.6

27.8

8.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

 



- 118 - 

【難病患者】 

疾病系統別にみると、膠原病系では「できると思う」（87.8％）、神経系では「できないと思う」

（42.4％）がそれぞれ多い。 

 

自力避難の可否 

できると思う

74.3

51.8

87.8

82.2

できないと思う

19.9

42.4

6.1

11.9

その他

5.1

5.9

4.9

5.0

無回答

0.7

-

1.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=276)

神経系(n=85)

膠原病系(n=82)

その他(n=101)

 
※ベース：避難拠点認知者 

 

 

 

（２）災害に備えて準備していること（複数回答） 

災害に備えて準備していることは、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者のいずれも「非

常用の食糧や飲料水を準備している」が最も多く、それぞれ 47.1％、44.4％、35.5％、53.2％となっ

ている。 

次いで身体障害者、知的障害者、難病患者では「非常持ち出し用の携帯ラジオ、懐中電灯、毛布な

どを準備している」がそれぞれ 36.9％、31.0％、41.3％となっている。 

 
（単位：％） 

区     分 
身体障害者 

（ｎ=558） 

知的障害者 

（ｎ=248） 

精神障害者 

（ｎ=434） 

難病患者 

（ｎ=346） 

非常用の食糧や飲料水を準備している 47.1（１位） 44.4（１位） 35.5（１位） 53.2（１位） 

非常持ち出し用の携帯ラジオ、懐中電灯、毛布

などを準備している 
36.9（２位） 31.0（２位） 27.0（３位） 41.3（２位） 

非常用にいつも飲んでいる薬を準備している 25.4（３位） 19.0 22.6 37.9（３位） 

ストマ、オムツ、バッテリー、発電機など、障

害特性（症状・病状）に応じて必要な用品を準

備している 

9.7 8.1 0.9 7.2 

家族との連絡方法を決めている 25.4（３位） 18.1 15.2 28.3 

避難する場所を決めている 21.0 19.8 21.4 23.1 

防災訓練に参加している 7.5 10.9 6.7 6.6 

災害時要援護者名簿に登録している 13.6 18.1 7.1 7.5 

その他 0.9 1.6 2.3 2.6 

特に何もしていない 21.0 27.8（３位） 32.0（２位） 20.5 

無回答 8.6 8.5 5.3 2.6 
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1 2 3 5 6 8 4 7 9 10 11

家
族
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の
連
絡
方
法
を
決
め
て
い
る

避
難
す
る
場
所
を
決
め
て
い
る

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

無
回
答

【障害の程度別】 n

0 全体 558 47.1 36.9 25.4 25.4 21.0 13.6 9.7 7.5 0.9 21.0 8.6

1 重度(１・２級) 307 47.6 37.1 29.6 24.4 19.9 19.9 12.4 6.8 1.0 19.9 7.8

2 中度(３・４級) 173 46.2 40.5 20.8 24.9 24.9 6.4 8.1 8.7 1.2 24.3 5.8

3 軽度(５・６級) 63 49.2 28.6 17.5 31.7 19.0 3.2 1.6 6.3 - 14.3 17.5

非
常
用
の
食
糧
や
飲
料
水
を
準
備
し
て
い
る

非
常
持
ち
出
し
用
の
携
帯
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、

毛
布
な
ど
を
準
備
し
て
い
る

非
常
用
に
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
薬
を
準
備
し
て
い

る 災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
し
て
い
る

ス
ト
マ
、

オ
ム
ツ
、

バ
ッ

テ
リ
ー
、

発
電
機
な
ど
、

障
害
特
性
に
応
じ
て
必
要
な
用
品
を
準
備
し
て
い
る

47.1
36.9

25.4 25.4 21.0
13.6 9.7 7.5

0.9

21.0

8.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%

【身体障害者】 

障害の程度別にみると、いずれも「非常用の食糧や飲料水を準備している」の割合が高く、重度（１・

２級）の人ほど「非常用にいつも飲んでいる薬を準備している」の割合が高くなっている。これに対

し、軽度（５・６級）の人ほど「家族との連絡方法を決めている」（31.7％）が多い。 
 

災害準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【知的障害者】 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）の人ほど「非常用の食糧や飲料水を準備してい

る」ものの（60.5％）、中度（３度）、軽度（４度）ではそれぞれ 38.5％、39.4％となっている。こ

れに対し、軽度（４度）の人ほど「特に何もしていない」が多くなっている。 

 

1 2 6 3 5 8 7 4 9 10 11

避
難
す
る
場
所
を
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め
て
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る
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族
と
の
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絡
方
法
を
決
め
て
い
る

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

【障害の程度別】 n

0 　全体 248 44.4 31.0 19.8 19.0 18.1 18.1 10.9 8.1 1.6 27.8 8.5

1
最重度・重度
（１・２度）

76 60.5 38.2 15.8 25.0 13.2 28.9 9.2 14.5 2.6 19.7 9.2

2 中度（３度） 65 38.5 29.2 20.0 18.5 23.1 20.0 15.4 4.6 - 24.6 9.2

3 軽度（４度） 94 39.4 29.8 24.5 16.0 20.2 10.6 10.6 5.3 - 36.2 3.2

無
回
答

ス
ト
マ
、

オ
ム
ツ
、

バ
ッ

テ
リ
ー
、

発
電
機
な
ど
障

害
特
性
に
応
じ
て
必
要
な
も
の
を
準
備
し
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る

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
登
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し
て
い
る

非
常
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に
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飲
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い
る
薬
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準
備
し
て
い

る非
常
持
ち
出
し
用
の
携
帯
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、

毛
布
な
ど
を
準
備
し
て
い
る

非
常
用
の
食
糧
や
飲
料
水
を
準
備
し
て
い
る

44.4

31.0
19.8 19.0 18.1 18.1

10.9 8.1
1.6

27.8

8.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

無
回
答

【疾病系統別】 n

0 全体 346 53.2 41.3 37.9 28.3 23.1 7.5 7.2 6.6 2.6 20.5 2.6

1 神経系 100 54.0 38.0 42.0 24.0 18.0 16.0 12.0 6.0 1.0 25.0 1.0

2 膠原病系 111 57.7 39.6 43.2 27.0 23.4 2.7 3.6 8.1 5.4 17.1 2.7

3 その他 123 48.8 48.0 31.7 34.1 26.8 4.9 6.5 5.7 1.6 20.3 3.3

非
常
用
の
食
糧
や
飲
料
水
を
準
備
し
て
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る

非
常
持
ち
出
し
用
の
携
帯
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る
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者
名
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に
登
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し
て
い
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ス
ト
マ
、

オ
ム
ツ
、

バ
ッ

テ
リ
ー
、

発
電
機
な
ど
病

状
に
応
じ
て
必
要
な
用
品
を
準
備
し
て
い
る

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

53.2

41.3 37.9
28.3

23.1

7.5 7.2 6.6 2.6

20.5

2.6
0%

20%

40%

60%

80%

100%

【精神障害者】 

診断名別にみると、うつ病・躁うつ病と診断されている人では「非常持ち出し用の携帯ラジオ、懐

中電灯、毛布などを準備している」（35.6％）、発達障害と診断されている人では「避難する場所を

決めている」（28.6％）が多くなっている。 

災害準備 

1 2 3 6 5 8 7 4 9 10 11
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特
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何
も
し
て
い
な
い

無
回
答

【診断名別】 n

0 全体 434 35.5 27.0 22.6 21.4 15.2 7.1 6.7 0.9 2.3 32.0 5.3

1 統合失調症 97 28.9 23.7 21.6 21.6 14.4 5.2 6.2 - 4.1 35.1 5.2

2 うつ病・躁うつ病 163 40.5 35.6 25.2 20.9 15.3 6.1 8.0 1.2 1.8 29.4 4.3

3 発達障害 70 37.1 17.1 12.9 28.6 15.7 10.0 5.7 - - 25.7 5.7

4 その他 84 35.7 27.4 28.6 20.2 16.7 10.7 6.0 2.4 3.6 35.7 3.6
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携
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備
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い
る

35.5
27.0 22.6 21.4

15.2
7.1 6.7

0.9 2.3

32.0

5.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

 
 

【難病患者】 

疾病系統別にみると、神経系、膠原病系ともに「非常用の食糧や飲料水を準備している」（54.0％、

57.7％）、「非常用にいつも飲んでいる薬を準備している」（それぞれ 42.0％、43.2％）、「非常持

ち出し用の携帯ラジオ、懐中電灯、毛布などを準備している」（それぞれ 38.0％、39.6％）が多くな

っている。 
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（３）災害に備えて必要な対策（複数回答） 

災害に備えて、または災害時に必要な対策は、いずれの障害でも「避難しやすい避難所を整備する」

が最も多く身体障害者 39.4％、知的障害者 45.6％、精神障害者 46.5％、難病患者 47.7％となってい

る。次いで身体障害者、難病患者では「避難時に障害者用設備を配置する」が多くそれぞれ 31.4％、

35.5％となっている。 

知的障害者では、「地域で助け合える体制をつくる」が 44.4％となっている。 

精神障害者では、「避難時の支援体制、地域で助け合える体制を整備する」が 34.3％となっている。 

 
（単位：％） 

区     分 
身体障害者 

（ｎ=558） 

知的障害者 

（ｎ=248） 

精神障害者 

（ｎ=434） 

難病患者 

（ｎ=346） 

避難しやすい避難所を整備する 39.4（１位） 45.6（１位） 46.5（１位） 47.7（１位） 

障害のある人が防災訓練等に参加するように促す 18.3 26.6 14.3 13.0 

日頃から避難方法のアドバイスや情報提供を行う 29.9 34.7 32.7（３位） 33.8 

緊急通報システムを整備する 26.5 25.8 26.3 33.8 

避難時の支援体制、地域で助け合える体制を整備する 31.2（３位） 44.4（２位） 34.3（２位） 35.3（３位） 

避難時に障害者用設備を配置する 31.4（２位） 35.1（３位） 25.3 35.5（２位） 

避難時に人工透析や在宅酸素など生命安全・維持装置

を確保する 
17.0 12.9 15.7 24.6 

避難時において視覚障害者や聴覚障害者に配慮した

情報提供を行う 
28.0 19.0 18.7 21.7 

避難時の介助人などを確保する 22.6 34.3 22.8 26.9 

避難所での手話通訳者、ガイドヘルパーなどを確保す

る 
15.4 15.7 13.6 12.4 

避難所で補装具等の貸出しを行う 16.5 12.1 10.4 18.8 

その他 5.4 10.9 9.4 5.2 

特にない 6.3 8.9 10.6 7.5 

無回答 12.7 10.9 10.8 7.2 

 

 

 

【前回調査との比較】 
（単位：％） 

区   分 １ 位 ２ 位 ３ 位 

身 体 
障害者 

今 回 
（ｎ=558） 

避難しやすい避難所を整備
する 

（39.4） 

避難時に障害者用設備を配
置する 

（31.4） 

避難時の支援体制、地域で助
け合える体制を整備する 

（31.2） 

前 回 
（ｎ=2,064） 

避難しやすい避難所を整備
する 

（38.5） 

避難時に障害者用設備を配
置する 

（36.4） 

避難時の支援体制、地域で助
け合える体制を整備する 

（29.2） 

知 的 
障害者 

今 回 
（ｎ=248） 

避難しやすい避難所を整備
する 

（45.6） 

避難時の支援体制、地域で助
け合える体制を整備する 

（44.4） 

避難時に障害者用設備を配
置する 

（35.1） 

前 回 
（ｎ=350） 

避難時の支援体制、地域で助
け合える体制を整備する 

（43.7） 

避難しやすい避難所を整備
する 

（42.6） 

避難時の介助人などを確保
する 

（38.6） 

精 神 
障害者 

今 回 
（ｎ=434） 

避難しやすい避難所を整備
する 

（46.5） 

避難時の支援体制、地域で助
け合える体制を整備する 

（34.3） 

日頃から避難方法のアドバ
イスや情報提供を行う 

（32.7） 

前 回 
（ｎ=311） 

避難しやすい避難所を整備
する 

（39.9） 

日頃から避難方法のアドバ
イスや情報提供を行う 

（37.3） 

避難時の支援体制、地域で助
け合える体制を整備する 

（35.7） 
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無
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【疾病系統別】 n

0 全体 346 53.2 41.3 37.9 28.3 23.1 7.5 7.2 6.6 2.6 20.5 2.6

1 神経系 100 54.0 38.0 42.0 24.0 18.0 16.0 12.0 6.0 1.0 25.0 1.0

2 膠原病系 111 57.7 39.6 43.2 27.0 23.4 2.7 3.6 8.1 5.4 17.1 2.7

3 その他 123 48.8 48.0 31.7 34.1 26.8 4.9 6.5 5.7 1.6 20.3 3.3
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41.3 37.9
28.3

23.1

7.5 7.2 6.6 2.6

20.5

2.6
0%

20%

40%

60%

80%

100%

【精神障害者】 

診断名別にみると、うつ病・躁うつ病と診断されている人では「非常持ち出し用の携帯ラジオ、懐

中電灯、毛布などを準備している」（35.6％）、発達障害と診断されている人では「避難する場所を

決めている」（28.6％）が多くなっている。 

災害準備 

1 2 3 6 5 8 7 4 9 10 11

避
難
す
る
場
所
を
決
め
て
い
る

家
族
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
い
る

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

無
回
答

【診断名別】 n

0 全体 434 35.5 27.0 22.6 21.4 15.2 7.1 6.7 0.9 2.3 32.0 5.3

1 統合失調症 97 28.9 23.7 21.6 21.6 14.4 5.2 6.2 - 4.1 35.1 5.2

2 うつ病・躁うつ病 163 40.5 35.6 25.2 20.9 15.3 6.1 8.0 1.2 1.8 29.4 4.3

3 発達障害 70 37.1 17.1 12.9 28.6 15.7 10.0 5.7 - - 25.7 5.7

4 その他 84 35.7 27.4 28.6 20.2 16.7 10.7 6.0 2.4 3.6 35.7 3.6

非
常
用
の
食
糧
や
飲
料
水
を
準
備
し
て
い
る

非
常
持
ち
出
し
用
の
携
帯
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、

毛
布
な
ど
を
準
備
し
て
い
る

非
常
用
に
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
薬
を
準
備
し
て
い

る 災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
し
て
い
る

ス
ト
マ
、

オ
ム
ツ
、

バ
ッ

テ
リ
ー
、

発
電
機
な
ど
症

状
に
応
じ
て
必
要
な
用
品
を
準
備
し
て
い
る

35.5
27.0 22.6 21.4

15.2
7.1 6.7

0.9 2.3

32.0

5.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

 
 

【難病患者】 

疾病系統別にみると、神経系、膠原病系ともに「非常用の食糧や飲料水を準備している」（54.0％、

57.7％）、「非常用にいつも飲んでいる薬を準備している」（それぞれ 42.0％、43.2％）、「非常持

ち出し用の携帯ラジオ、懐中電灯、毛布などを準備している」（それぞれ 38.0％、39.6％）が多くな

っている。 
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（３）災害に備えて必要な対策（複数回答） 

災害に備えて、または災害時に必要な対策は、いずれの障害でも「避難しやすい避難所を整備する」

が最も多く身体障害者 39.4％、知的障害者 45.6％、精神障害者 46.5％、難病患者 47.7％となってい

る。次いで身体障害者、難病患者では「避難時に障害者用設備を配置する」が多くそれぞれ 31.4％、

35.5％となっている。 

知的障害者では、「地域で助け合える体制をつくる」が 44.4％となっている。 

精神障害者では、「避難時の支援体制、地域で助け合える体制を整備する」が 34.3％となっている。 

 
（単位：％） 

区     分 
身体障害者 

（ｎ=558） 

知的障害者 

（ｎ=248） 

精神障害者 

（ｎ=434） 

難病患者 

（ｎ=346） 

避難しやすい避難所を整備する 39.4（１位） 45.6（１位） 46.5（１位） 47.7（１位） 

障害のある人が防災訓練等に参加するように促す 18.3 26.6 14.3 13.0 

日頃から避難方法のアドバイスや情報提供を行う 29.9 34.7 32.7（３位） 33.8 

緊急通報システムを整備する 26.5 25.8 26.3 33.8 

避難時の支援体制、地域で助け合える体制を整備する 31.2（３位） 44.4（２位） 34.3（２位） 35.3（３位） 

避難時に障害者用設備を配置する 31.4（２位） 35.1（３位） 25.3 35.5（２位） 

避難時に人工透析や在宅酸素など生命安全・維持装置

を確保する 
17.0 12.9 15.7 24.6 

避難時において視覚障害者や聴覚障害者に配慮した

情報提供を行う 
28.0 19.0 18.7 21.7 

避難時の介助人などを確保する 22.6 34.3 22.8 26.9 

避難所での手話通訳者、ガイドヘルパーなどを確保す

る 
15.4 15.7 13.6 12.4 

避難所で補装具等の貸出しを行う 16.5 12.1 10.4 18.8 

その他 5.4 10.9 9.4 5.2 

特にない 6.3 8.9 10.6 7.5 

無回答 12.7 10.9 10.8 7.2 

 

 

 

【前回調査との比較】 
（単位：％） 

区   分 １ 位 ２ 位 ３ 位 

身 体 
障害者 

今 回 
（ｎ=558） 

避難しやすい避難所を整備
する 

（39.4） 

避難時に障害者用設備を配
置する 

（31.4） 

避難時の支援体制、地域で助
け合える体制を整備する 

（31.2） 

前 回 
（ｎ=2,064） 

避難しやすい避難所を整備
する 

（38.5） 

避難時に障害者用設備を配
置する 

（36.4） 

避難時の支援体制、地域で助
け合える体制を整備する 

（29.2） 

知 的 
障害者 

今 回 
（ｎ=248） 

避難しやすい避難所を整備
する 

（45.6） 

避難時の支援体制、地域で助
け合える体制を整備する 

（44.4） 

避難時に障害者用設備を配
置する 

（35.1） 

前 回 
（ｎ=350） 

避難時の支援体制、地域で助
け合える体制を整備する 

（43.7） 

避難しやすい避難所を整備
する 

（42.6） 

避難時の介助人などを確保
する 

（38.6） 

精 神 
障害者 

今 回 
（ｎ=434） 

避難しやすい避難所を整備
する 

（46.5） 

避難時の支援体制、地域で助
け合える体制を整備する 

（34.3） 

日頃から避難方法のアドバ
イスや情報提供を行う 

（32.7） 

前 回 
（ｎ=311） 

避難しやすい避難所を整備
する 

（39.9） 

日頃から避難方法のアドバ
イスや情報提供を行う 

（37.3） 

避難時の支援体制、地域で助
け合える体制を整備する 

（35.7） 
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【身体障害者】 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）の人ほど、「避難時に障害者用設備を配置する」（37.5％）、

「避難時の介助人などを確保する」（26.7％）が多い。 

障害の種類別にみると、視覚障害、聴覚障害では「避難時において視覚障害者や聴覚障害者に配慮

した情報提供を行う」（それぞれ 50.6％、58.7％）、肢体不自由（体幹）では「避難時に障害者用設

備を配置する」（47.9％）がそれぞれ最も多い。 

 

必要な災害対策 

1 6 5 3 8 4 9 2 7 11 10 12 13 14

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

【障害の程度別】 n

0 全体 558 39.4 31.4 31.2 29.9 28.0 26.5 22.6 18.3 17.0 16.5 15.4 5.4 6.3 12.7

1 重度(１・２級) 307 39.7 37.5 34.5 30.6 29.3 27.7 26.7 17.6 21.2 17.3 17.9 6.8 4.6 9.1

2 中度(３・４級) 173 42.2 30.1 27.7 31.8 25.4 28.3 19.7 19.1 15.0 17.3 14.5 3.5 8.7 13.3

3 軽度(５・６級) 63 33.3 11.1 30.2 25.4 31.7 17.5 9.5 20.6 3.2 12.7 7.9 3.2 9.5 25.4

【障害の種類別】

1 視覚障害 89 39.3 25.8 37.1 23.6 50.6 21.3 30.3 18.0 7.9 14.6 24.7 3.4 4.5 13.5

2 聴覚障害 92 33.7 19.6 27.2 33.7 58.7 28.3 12.0 26.1 7.6 20.7 33.7 5.4 7.6 10.9

3 平衡機能障害 2 50.0 - - - - - - - - 50.0 - - - 50.0

4
音声・言語・そ
しゃく機能の障害

18 38.9 11.1 27.8 11.1 11.1 11.1 11.1 16.7 5.6 - - 11.1 11.1 22.2

5
肢体不自由
(上肢、下肢等）

138 50.0 48.6 41.3 31.2 18.1 29.7 35.5 18.1 21.0 22.5 14.5 8.7 5.8 13.0

6 肢体不自由(体幹) 48 37.5 47.9 33.3 31.3 16.7 27.1 31.3 18.8 10.4 14.6 10.4 4.2 2.1 6.3

7 内部障害 136 34.6 25.0 25.0 34.6 13.2 27.9 13.2 13.2 32.4 13.2 4.4 1.5 8.8 8.8

8 その他 14 35.7 21.4 14.3 28.6 14.3 21.4 7.1 28.6 7.1 14.3 7.1 14.3 7.1 28.6

避
難
し
や
す
い
避
難
所
を
整
備
す
る

避
難
時
の
介
助
人
な
ど
を
確
保
す
る

避
難
時
に
人
工
透
析
や
在
宅
酸
素
な
ど
生

命
安
全
・
維
持
装
置
を
確
保
す
る

避
難
所
で
補
装
具
等
の
貸
出
し
を
行
う

避
難
所
で
の
手
話
通
訳
者
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー

な
ど
を
確
保
す
る

避
難
時
に
障
害
者
用
設
備
を
配
置
す
る

避
難
時
の
支
援
体
制
、

地
域
で
助
け
合
え

る
体
制
を
整
備
す
る

日
頃
か
ら
避
難
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
提
供
を
行
う

避
難
時
に
お
い
て
視
覚
障
害
者
や
聴
覚
障

害
者
に
配
慮
し
た
情
報
提
供
を
行
う

障
害
の
あ
る
人
が
防
災
訓
練
等
に
参
加
す

る
よ
う
に
促
す

39.4
31.4 31.2 29.9 28.0 26.5 22.6 18.3 17.0 16.5 15.4

5.4 6.3
12.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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1 5 6 3 9 2 4 8 10 7 11 12 13 14

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

【障害の程度別】 n

0 　全体 248 45.6 44.4 35.1 34.7 34.3 26.6 25.8 19.0 15.7 12.9 12.1 10.9 8.9 10.9

1
最重度・重度
（１・２度）

76 50.0 46.1 51.3 28.9 50.0 31.6 23.7 22.4 22.4 13.2 13.2 13.2 6.6 11.8

2 中度（３度） 65 49.2 50.8 38.5 47.7 40.0 33.8 29.2 23.1 16.9 15.4 13.8 10.8 7.7 7.7

3 軽度（４度） 94 44.7 42.6 22.3 34.0 20.2 20.2 27.7 14.9 10.6 11.7 10.6 9.6 11.7 6.4

避
難
し
や
す
い
避
難
所
を
整
備
す
る

地
域
で
助
け
合
え
る
体
制
を
つ
く
る

避
難
時
の
介
助
人
な
ど
を
用
意
す
る

障
害
の
あ
る
人
に
防
災
訓
練
な
ど
へ
の
参

加
を
す
す
め
る

避
難
時
に
お
い
て
、

視
覚
障
害
者
や
聴
覚
障

害
者
が
わ
か
る
よ
う
な
お
知
ら
せ
を
す
る

避
難
所
で
の
手
話
通
訳
者
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー

な
ど
を
用
意
す
る

避
難
時
に
人
工
透
析
や
在
宅
酸
素
な
ど
生
命

安
全
・
維
持
装
置
を
用
意
す
る

避
難
所
で
補
装
具
な
ど
の
貸
出
し
を
行
う

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

避
難
時
に
障
害
者
用
設
備
を
配
置
す
る

日
頃
か
ら
避
難
方
法
な
ど
を
知
ら
せ
る

45.6 44.4
35.1 34.7 34.3

26.6 25.8
19.0 15.7 12.9 12.1 10.9 8.9 10.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

【知的障害者】 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「避難時に障害者用設備を配置する」（51.3％）、

中度（３度）では「地域で助け合える体制をつくる」（50.8％）がそれぞれ最も多い。 

 

必要な災害対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【精神障害者】 

診断名別にみると、いずれも「避難しやすい避難所を整備する」が最も多くなっている。 

 

1 5 3 4 6 9 8 7 2 10 11 12 13 14

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る

【診断名別】 n

0 全体 434 46.5 34.3 32.7 26.3 25.3 22.8 18.7 15.7 14.3 13.6 10.4 9.4 10.6 10.8

1 統合失調症 97 51.5 29.9 32.0 23.7 23.7 21.6 11.3 7.2 11.3 7.2 8.2 11.3 12.4 7.2

2 うつ病・躁うつ病 163 43.6 33.1 35.0 27.0 26.4 20.2 23.9 20.9 13.5 17.2 12.3 9.2 11.7 8.0

3 発達障害 70 48.6 42.9 32.9 30.0 22.9 30.0 20.0 15.7 17.1 18.6 8.6 10.0 5.7 15.7

4 その他 84 53.6 40.5 35.7 29.8 31.0 27.4 17.9 17.9 19.0 13.1 13.1 9.5 10.7 7.1

避
難
時
の
介
助
人
な
ど
を
確
保
す
る

避
難
し
や
す
い
避
難
所
を
整
備
す
る

特
に
な
い

無
回
答

障
害
の
あ
る
人
が
防
災
訓
練
等
に
参
加
す

る
よ
う
に
促
す

避
難
時
に
お
い
て
視
覚
障
害
者
や
聴
覚
障

害
者
に
配
慮
し
た
情
報
提
供
を
行
う

避
難
時
に
人
工
透
析
や
在
宅
酸
素
な
ど
生

命
安
全
・
維
持
装
置
を
確
保
す
る

避
難
所
で
補
装
具
等
の
貸
出
し
を
行
う

そ
の
他

避
難
所
で
の
手
話
通
訳
者
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー

な
ど
を
確
保
す
る

避
難
時
の
支
援
体
制
、

地
域
で
助
け
合
え

る
体
制
を
整
備
す
る

日
頃
か
ら
避
難
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
提
供
を
行
う

避
難
時
に
障
害
者
用
設
備
を
配
置
す
る

46.5

34.3 32.7
26.3 25.3 22.8 18.7 15.7 14.3 13.6 10.4 9.4 10.6 10.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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【身体障害者】 

障害の程度別にみると、重度（１・２級）の人ほど、「避難時に障害者用設備を配置する」（37.5％）、

「避難時の介助人などを確保する」（26.7％）が多い。 

障害の種類別にみると、視覚障害、聴覚障害では「避難時において視覚障害者や聴覚障害者に配慮

した情報提供を行う」（それぞれ 50.6％、58.7％）、肢体不自由（体幹）では「避難時に障害者用設

備を配置する」（47.9％）がそれぞれ最も多い。 

 

必要な災害対策 

1 6 5 3 8 4 9 2 7 11 10 12 13 14

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

【障害の程度別】 n

0 全体 558 39.4 31.4 31.2 29.9 28.0 26.5 22.6 18.3 17.0 16.5 15.4 5.4 6.3 12.7

1 重度(１・２級) 307 39.7 37.5 34.5 30.6 29.3 27.7 26.7 17.6 21.2 17.3 17.9 6.8 4.6 9.1

2 中度(３・４級) 173 42.2 30.1 27.7 31.8 25.4 28.3 19.7 19.1 15.0 17.3 14.5 3.5 8.7 13.3

3 軽度(５・６級) 63 33.3 11.1 30.2 25.4 31.7 17.5 9.5 20.6 3.2 12.7 7.9 3.2 9.5 25.4

【障害の種類別】

1 視覚障害 89 39.3 25.8 37.1 23.6 50.6 21.3 30.3 18.0 7.9 14.6 24.7 3.4 4.5 13.5

2 聴覚障害 92 33.7 19.6 27.2 33.7 58.7 28.3 12.0 26.1 7.6 20.7 33.7 5.4 7.6 10.9

3 平衡機能障害 2 50.0 - - - - - - - - 50.0 - - - 50.0

4
音声・言語・そ
しゃく機能の障害

18 38.9 11.1 27.8 11.1 11.1 11.1 11.1 16.7 5.6 - - 11.1 11.1 22.2

5
肢体不自由
(上肢、下肢等）

138 50.0 48.6 41.3 31.2 18.1 29.7 35.5 18.1 21.0 22.5 14.5 8.7 5.8 13.0

6 肢体不自由(体幹) 48 37.5 47.9 33.3 31.3 16.7 27.1 31.3 18.8 10.4 14.6 10.4 4.2 2.1 6.3

7 内部障害 136 34.6 25.0 25.0 34.6 13.2 27.9 13.2 13.2 32.4 13.2 4.4 1.5 8.8 8.8

8 その他 14 35.7 21.4 14.3 28.6 14.3 21.4 7.1 28.6 7.1 14.3 7.1 14.3 7.1 28.6

避
難
し
や
す
い
避
難
所
を
整
備
す
る

避
難
時
の
介
助
人
な
ど
を
確
保
す
る

避
難
時
に
人
工
透
析
や
在
宅
酸
素
な
ど
生

命
安
全
・
維
持
装
置
を
確
保
す
る

避
難
所
で
補
装
具
等
の
貸
出
し
を
行
う

避
難
所
で
の
手
話
通
訳
者
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー

な
ど
を
確
保
す
る

避
難
時
に
障
害
者
用
設
備
を
配
置
す
る

避
難
時
の
支
援
体
制
、

地
域
で
助
け
合
え

る
体
制
を
整
備
す
る

日
頃
か
ら
避
難
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
提
供
を
行
う

避
難
時
に
お
い
て
視
覚
障
害
者
や
聴
覚
障

害
者
に
配
慮
し
た
情
報
提
供
を
行
う

障
害
の
あ
る
人
が
防
災
訓
練
等
に
参
加
す

る
よ
う
に
促
す

39.4
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5.4 6.3
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0%

20%

40%

60%

80%

100%

 
 

 

 

 

 

- 123 - 

1 5 6 3 9 2 4 8 10 7 11 12 13 14

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

【障害の程度別】 n

0 　全体 248 45.6 44.4 35.1 34.7 34.3 26.6 25.8 19.0 15.7 12.9 12.1 10.9 8.9 10.9

1
最重度・重度
（１・２度）

76 50.0 46.1 51.3 28.9 50.0 31.6 23.7 22.4 22.4 13.2 13.2 13.2 6.6 11.8

2 中度（３度） 65 49.2 50.8 38.5 47.7 40.0 33.8 29.2 23.1 16.9 15.4 13.8 10.8 7.7 7.7

3 軽度（４度） 94 44.7 42.6 22.3 34.0 20.2 20.2 27.7 14.9 10.6 11.7 10.6 9.6 11.7 6.4

避
難
し
や
す
い
避
難
所
を
整
備
す
る

地
域
で
助
け
合
え
る
体
制
を
つ
く
る

避
難
時
の
介
助
人
な
ど
を
用
意
す
る

障
害
の
あ
る
人
に
防
災
訓
練
な
ど
へ
の
参

加
を
す
す
め
る

避
難
時
に
お
い
て
、

視
覚
障
害
者
や
聴
覚
障

害
者
が
わ
か
る
よ
う
な
お
知
ら
せ
を
す
る

避
難
所
で
の
手
話
通
訳
者
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー

な
ど
を
用
意
す
る

避
難
時
に
人
工
透
析
や
在
宅
酸
素
な
ど
生
命

安
全
・
維
持
装
置
を
用
意
す
る

避
難
所
で
補
装
具
な
ど
の
貸
出
し
を
行
う

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

避
難
時
に
障
害
者
用
設
備
を
配
置
す
る

日
頃
か
ら
避
難
方
法
な
ど
を
知
ら
せ
る
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35.1 34.7 34.3

26.6 25.8
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20%

40%

60%
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100%

【知的障害者】 

障害の程度別にみると、最重度・重度（１・２度）では「避難時に障害者用設備を配置する」（51.3％）、

中度（３度）では「地域で助け合える体制をつくる」（50.8％）がそれぞれ最も多い。 

 

必要な災害対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【精神障害者】 

診断名別にみると、いずれも「避難しやすい避難所を整備する」が最も多くなっている。 

 

1 5 3 4 6 9 8 7 2 10 11 12 13 14

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る

【診断名別】 n

0 全体 434 46.5 34.3 32.7 26.3 25.3 22.8 18.7 15.7 14.3 13.6 10.4 9.4 10.6 10.8

1 統合失調症 97 51.5 29.9 32.0 23.7 23.7 21.6 11.3 7.2 11.3 7.2 8.2 11.3 12.4 7.2

2 うつ病・躁うつ病 163 43.6 33.1 35.0 27.0 26.4 20.2 23.9 20.9 13.5 17.2 12.3 9.2 11.7 8.0

3 発達障害 70 48.6 42.9 32.9 30.0 22.9 30.0 20.0 15.7 17.1 18.6 8.6 10.0 5.7 15.7

4 その他 84 53.6 40.5 35.7 29.8 31.0 27.4 17.9 17.9 19.0 13.1 13.1 9.5 10.7 7.1

避
難
時
の
介
助
人
な
ど
を
確
保
す
る

避
難
し
や
す
い
避
難
所
を
整
備
す
る

特
に
な
い

無
回
答

障
害
の
あ
る
人
が
防
災
訓
練
等
に
参
加
す

る
よ
う
に
促
す

避
難
時
に
お
い
て
視
覚
障
害
者
や
聴
覚
障

害
者
に
配
慮
し
た
情
報
提
供
を
行
う

避
難
時
に
人
工
透
析
や
在
宅
酸
素
な
ど
生

命
安
全
・
維
持
装
置
を
確
保
す
る

避
難
所
で
補
装
具
等
の
貸
出
し
を
行
う

そ
の
他

避
難
所
で
の
手
話
通
訳
者
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー

な
ど
を
確
保
す
る

避
難
時
の
支
援
体
制
、

地
域
で
助
け
合
え

る
体
制
を
整
備
す
る

日
頃
か
ら
避
難
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
提
供
を
行
う

避
難
時
に
障
害
者
用
設
備
を
配
置
す
る
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【難病患者】 

疾病系統別にみると、神経系では「避難時に障害者用設備を配置する」（50.0％）、「避難時の介

助人などを確保する」（44.0％）、膠原病系では「緊急通報システムを整備する」（36.9％）も多く

なっている。 

 

必要な災害対策 

1 6 5 3 4 9 7 8 11 2 10 12 13 14

避
難
し
や
す
い
避
難
所
を
整
備
す
る

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る

避
難
時
の
介
助
人
な
ど
を
確
保
す
る

そ
の
他

特
に
な
い

【疾病系統別】 n

0 全体 346 47.7 35.5 35.3 33.8 33.8 26.9 24.6 21.7 18.8 13.0 12.4 5.2 7.5 7.2

1 神経系 100 46.0 50.0 37.0 31.0 31.0 44.0 20.0 21.0 24.0 13.0 12.0 5.0 4.0 8.0

2 膠原病系 111 48.6 29.7 35.1 34.2 36.9 17.1 22.5 20.7 17.1 8.1 13.5 5.4 9.9 5.4

3 その他 123 48.0 30.9 35.8 35.8 33.3 22.0 30.1 23.6 16.3 17.1 11.4 4.9 7.3 7.3

避
難
時
に
人
工
透
析
や
在
宅
酸
素
な
ど
生

命
安
全
・
維
持
装
置
を
確
保
す
る

避
難
時
に
お
い
て
視
覚
障
害
者
や
聴
覚
障

害
者
に
配
慮
し
た
情
報
提
供
を
行
う

避
難
所
で
補
装
具
等
の
貸
出
し
を
行
う

難
病
患
者
の
方
に
も
防
災
訓
練
等
に
参
加

す
る
よ
う
に
促
す

避
難
所
で
の
手
話
通
訳
者
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー

な
ど
を
確
保
す
る

無
回
答

避
難
時
に
障
害
者
用
設
備
を
配
置
す
る

日
頃
か
ら
避
難
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
提
供
を
行
う

避
難
時
の
支
援
体
制
、

地
域
で
助
け
合
え

る
体
制
を
整
備
す
る
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12 権利擁護について 

（１）差別や人権侵害を受けていると感じること 

① 差別や人権侵害を受けていると感じることの有無 

“差別や人権侵害を受けていると感じる”（「いつも感じる」「たまに感じる」の合計）は、身体

障害者が24.0％、知的障害者が41.2％、精神障害者が30.0％、難病患者が12.7％、施設入所者が14.0％

となっている。 

 

いつも感じる

6.1

7.7

7.6

2.3

2.0

たまに感じる

17.9

33.5

22.4

10.4

12.0

ほとんど

感じることはない

46.6

25.8

39.6

67.3

20.0

わからない

18.5

20.6

22.6

13.6

55.0

無回答

10.9

12.5

7.8

6.4

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者(n=558)

知的障害者(n=248)

精神障害者(n=434)

難病患者 (n=346)

施設入所者(n=100)

 

 

 

【前回調査との比較】 
（単位：％） 

区   分 １ 位 ２ 位 ３ 位 

身 体 
障害者 

今 回 
（ｎ=558） 

ほとんど感じることはない 
（46.6） 

わからない 
（18.5） 

たまに感じる 
（17.9） 

前 回 
（ｎ=2,064） 

ほとんど感じることはない 
（52.9） 

たまに感じる 
（19.5） 

わからない 
（10.0） 

知 的 
障害者 

今 回 
（ｎ=248） 

たまに感じる 
（33.5） 

ほとんど感じることはない 
（25.8） 

わからない 
（20.6） 

前 回 
（ｎ=350） 

たまに感じる 
（41.1） 

ほとんど感じることはない 
（19.7） 

わからない 
（19.1） 

精 神 
障害者 

今 回 
（ｎ=434） 

ほとんど感じることはない 
（39.6） 

わからない 
（22.6） 

たまに感じる 
（22.4） 

前 回 
（ｎ=311） 

たまに感じる 
（39.2） 

ほとんど感じることはない 
（27.0） 

わからない 
（14.8） 

施 設 
入所者 

今 回 
（ｎ=100） 

わからない 
（55.0） 

ほとんど感じることはない 
（20.0） 

たまに感じる 
（12.0） 

前 回 
（ｎ=94） 

わからない 
（50.0） 

ほとんど感じることはない 
（22.3） 

たまに感じる 
（19.1） 

 

 

 




